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遠隔観察システム TV会議システム ストリー ミングによるライブ中継
カメラの設置場所 固定/可搬 可搬 可搬
(設置した部尾のみ使える) [ インター ネ yトに接続 | ( インターネソトに接続 i 
できる環境があれば使える できる環境があれば使える
遠隔地からのカメラ操作 可 不可
観察現場における 不要(? ) 電源投入に必要 必要カメラマン等の人の配置
観察者・カメラの顕著性 比較的低 比較的高 品
双方向性 f丘 I可仁3 なし
(観察向け) (対話向け) (観察のみ)
観察現場に設置するカメラの 複数 (4台程度) 1台 I台標準的な台数





記録 ハードディスクに保存可 設定すればビデオ ビデオテープに
テープに録画可 録画可













































































































































大学 と庁 附属(学生+教員) (教員)
② 附属での通常授業を観察する
大学 ヤコ 一附属(学生+教員) 員+子ども)
③ 附属での実験授業を観察する
大学 ぐ:ゴ 「(学生+教員) (教員+子ども+学生)
2)相互対話機能(双方向性の発揮 ただし記録性は軽視)
① 児童生徒を理解する・交流する



































































































































































































































































































































































































































































































































書，研究代表者三浦和尚， pp.45 -50， 2003年，を
参照。
2) Krashen， S.D. (1987) Principles and Practice in Second 
16 
Language Acquisition. New York; TOkyo: Prentice-Hall 
International. Swain， M. (1995) Three functions of output 
in second language learning. In G. Cook & B. Seidlhoffer 
(eds.)， Princ伊le& Practice in Applied Linguistics: Studies 
in Honour of H. G. Widdowson (pp. 125-144) Oxford: 
Oxford University Press. 
*本稿は鳴門教育大学平成16年度学長裁量経費(研究プ
ロジェクト経費)による「遠隔授業観察システムを活
用した授業開発に関する研究」に基づくものである。
鳴門教育大学情報教育ジャーナル
